
    ～ 令和５年度 前期始業式（看護科・専攻科合同）「校長講話」 ～ 

                          令和５年４月１０日（月） 

 

 改めまして、みなさんおはようございます。校長の 鴨志田 新一 です。 

 春休みも終わり、令和５年度がスタートしました。始業式は、一年に例えると元日

の朝、すなわち元旦です。ことわざに「一年の計は元旦にあり」があります。一年の計

画は、元日の朝に立てるものだという意味です。言い換えれば、最初が肝心でしょう

か。 

 みなさんは、今、一年のスタートを切りました。是非、今の決意や気持ちを忘れずに

過ごしてください。 

 

 さて、私は、４月に常盤高校に赴任して、校長室の椅子に座った時、目の前に校歌の

歌詞が書かれた大きな額が目に入りました。校歌を作詞をした詩人の宮澤 章二（み

やざわ しょうじ）さんの自筆の歌詞です。 

 

 宮澤さんは、埼玉県に生まれ育った人で、全国の小中高校の約３００校の校歌を作

詞しました。 

 私は、常盤高校の校歌の一説である「この世に愛のともしびを この世に愛のかが

やきを」というフレーズに私はとても感動を覚えました。 

 そして、この後に、校歌斉唱があるので、どのような曲なのか楽しみです。 

  

 宮澤さんの数々の詩の中で、最も有名なのは、「行為の意味」という詩だと思います。 

 「こころは誰にも見えないけれど、こころづかいは見える 胸の中の思いは見えな

いけれど、思いやりは見える」といったフレーズです。 

 東日本大震災の後で、テレビのコマーシャルで頻繁に流れていたので、聞き覚えが

ある人もいるかもしれません。 

 

 今、日本では情報技術やグローバル化が急速に進展しています。人口も減少してい

ます。 

 また人工知能、いわゆるＡＩの進歩も著しいです。そして、人間の仕事がＡＩに奪

われるのではないかと危惧されています。少し前ですが、ある調査機関によると、現

在ある仕事のうち、約４９パーセントの仕事がＡＩにとってかわるといわれています。 

 医療現場にも影響があるかもしれません。 

  

 確かに計算の速度や知識の量、情報の処理能力は、人間はＡＩに劣るかもしれませ

ん。しかし、無用に心配することはありません。 

 

  

 



 未知のものに立ち向かったり、人と人がコミュニケーションをとり、新しいもの創

造したりする力、いわゆるイノベーションは、決して人間はＡＩには負けません。 

 

 また、常盤高校の校歌の歌詞にある「愛のともしび 愛のかがやき」 行為の意味

の一説の「こころづかい」や「思いやり」 これらは、人間特有のすばらしい資質とい

ってよいでしょう。 

 

 日本は、この１０年を振り返っても、地震や火山の噴火、土砂災害、そして新型コロ

ナウイルス感染症など、多くの災い（わざわい）がありました。 

 

 そのたびことに、私たちは、人と人との絆やつながりで乗り超えてきました。 

 

 皆さんは、学校での勉強を通して、多くの知識や高い技術を獲得していくことでし

ょう。と同時に、学校生活や日常生活から、今、お話しした人間特有の資質を高めてく

ださい。 

 

 実は、私は、今から２７年ほど前に当時７６歳だった宮澤 章二 さんと縁があっ

て、お会いし、お話をしたことがあります。その時に一枚の色紙をいただきました。今

でも、私の部屋に額にいれて飾ってあります。 

  

 やはり、心を打たれる言葉をいただきました。この話は、また別の機会にしたいと

思います。 

 

 午後には新たに８０名の新入生が入学してきます。 

 それでは、常盤高校がますます発展していけるよう、共に学びましょう。 

 

 私から以上です。 

 


